平成３０年度　校内研修計画
2018.02.28
研修部
１．目　的

　　(1)年間を通じて計画的に研修を行うことで、職員間の連携を深め、職員の力量を高める。

　　(2)授業研究を通して様々な授業方法を知り、職員の授業スキルの向上を図る。
２．テーマ　
　
すべての子が「わかる」「できる」を目指した授業研究
　　～“主体的・対話的な深い学び”を実現する指導法の工夫～

３．研修内容
(1)文章を分析的に読む「国語授業」の研究
(2)“主体的・対話的な深い学び”を実現する授業の研究（討論型授業）
(3)教科書の読み物教材を使った「道徳授業」の研究

(4)図書館教育（読書指導＆利用指導）
(5)発達障害の子に対応した「ユニバーサルデザイン」の授業の研究
(6)プログラミング教育・英語教育など、新学習指導要領を踏まえた授業の研究
(7)上記(1)～(6)をテーマとした授業研究（１人１授業以上）
(8)「社会に開かれたカリキュラム」（カリキュラム・マネジメント）研究

　
４．研修組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研修部〈校長・教頭・次年度研修委員会メンバー〉　授業研究は学年層部会中心に　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．研修日　
原則は、水曜日とするが、諸般の事情で柔軟に対応
他の行事計画との関連などを考慮して無理がないように配慮する。

第１水曜日　学年層研修、研究授業、カリキュラム研修
第２水曜日　研究授業（研究協議を含む）、カリキュラム研修

第３水曜日　自主研修　　　

第４水曜日　職員会議または各種委員会

第５水曜日　職員会議

５．その他

　　(1)研修部を中心に、以下の情報提供を行うよう努める。

　　 ①研修通信等の有益情報の発信

②ミニ研修（各先生方の得意分野の伝達；自主研修日に）
　　 ③各種研修会の伝達・報告　　　　　　　　　　　　　　　
　　(2)普段の授業を気軽に見に行くことができる雰囲気づくり
　　(3)子どもに使う「教材」の選定について（昨年度2/13玉川大学教授谷和樹氏）
　　　 次のことを意識して、子どもたちに効果のある教材を選定する。
　　　 ①発達障害の子への配慮がある教材
　　　 ②すべての子に成功体験を味わわせることができる教材

③どの子にももれなく学力をつけることができる教材　　etc.

　　　 ※「値段」や「キャラクター」などで選ぶのではなく、中身を吟味した上で教材を選定する。
    (4)一人一授業は、継続して行う。

　　　①同時期に研究授業が重なると見に行きにくくなるので、年度当初におおよその日程（何月に行うのか）を決めておく。なお、授業日程は前後してよい。
　　　②研究授業と事後研究は、セットで行う。事後研は、研究授業当日の16:00よりランチルームで行うことを原則とする。当日の放課後が難しい場合は、研究授業終了後一番近い放課後の16:00よりランチルームで行うこととする。（終了時間は、16:30とする）
　　　③道徳のスキルアップ研修は、「１授業」にカウントしてよいこととする。

　　　④研究協議は、「①授業内容について」と「②教師の授業スキル（表情、声、発問指示）」の２つの柱で協議を行う。

６. 年間計画　　※　　　　は、全体研修
	　
	１　週
	２　週
	３　週
	4　週
	５　週

	４　月
	
	 4　新年度準備

　　研修委員会
	11　職員会議
	18　職員会議
	25　授業参観

	５　月
	 2　家庭訪問
	9　研究授業

　　（　　　　）
	16　道徳基礎研修
	23　運動会予行・

　　反省会
	30　職員会議

	６　月
	
	6 　研究授業
（　　　　）
	13  心肺蘇生法研修

食物アレルギー
	20　自然学校

　　自主研修
	27　職員会議

	７　月
	
	4　期末職員会議
	11　自主研修
	18　自主研修
	25　ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ研修

※日程前後あり

	８　月
	1　自主研修
	8　自主研修
	15　自主研修
	22　自主研修
	29　職員研修

	９　月
	
	5　国語基礎研修
	12　修学旅行前

自主研修
	19　研究授業

　（　　　　　）
	26　職員会議

	１０ 月
	3　研究授業

（　　　　　）
	10  学年層研修
	17　小学生陸上

　　自主研修
	24　研究授業

　（　　　　　）
	31  職員会議

	１１ 月
	
	7　研究授業

（　　　　　）
	14　特別支援教育研修会
	21　研究授業

　（　　　　　）
	28　職員会議

	１２ 月
	
	5　期末職員会議
	12　自主研修
	19　自主研修
	　

	１　月
	
	9　学年層研修

　　研修委員会
	16　研究授業

　（　　　　　）
	23　学校評価①
	30　職員会議　

	２　月
	
	6  授業参観
	13　学校評価②

　　研修委員会
	20　自主研修
	27　職員会議　

	３　月
	
	6　期末職員会議
	13　自主研修
	20　総括・次年度準備
	　


７. ミニ研修について

1 毎月１回　水曜日（行事やイベントがない、比較的落ち着いた日程で行う）
2 １６：００～１６：３０　の約３０分を原則とする。
3 場所は、「ランチルーム」を基本とする。（体育などの特別な場合、その限りではない）
4 原則、「希望参加」とする。ただし、必要性のあるものについては適宜「全員参加」をお願いする場合もある。
　【ミニ研修の内容】

　　１．模擬授業研修　　　　　２．特別支援教育研修　　　　３．道徳の授業づくり研修

　　４．国語の教材分析研修　　５．楽しい学級づくり研修　　６．体育実技研修
　　７．外国語活動研修　　　　８．討論の授業づくり研修　　etc.

